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研究種目「重点研究」における研究対象領域 
 

 

（１）乾燥地における自然－社会系のプロセス解明及び影響評価に関する研究 

a. 自然環境及び社会・経済に関わる諸現象のプロセス解明 

b. 環境変動、災害及びそれらの生態系への影響などのモニタリングと将来予測 

c. 乾燥地社会を取り巻く諸問題の原因解明とモニタリング 

d. 自然環境と人間活動との相互影響評価 

e. 環境、社会の持続性、脆弱性及び回復力の計測・評価手法の開発 

 

（２）技術・対策 － 水・土壌・生態系の保全 

a. 土地劣化に対処する水・土壌・植生管理技術の開発 

b. 生物多様性の保全・管理技術の開発 

c. 緑化・生態系修復技術の開発 

d. 干ばつ及びダストに対処する技術の開発 

e. 気候変動に対する適応・緩和手法の開発 

 

（３）技術・対策 － 生物生産力の維持・向上 

a. 水の利用可能量及び利用効率を高める技術の開発 

b. 適正植物栽培・利用技術の開発 

c. 適正牧畜技術の開発 

d. 持続的食糧生産のための育種 

e. エネルギー技術の開発 

 

（４）技術・対策 － 生計と人間の福利 

a. 持続可能な農業・農村開発に関する研究 

b. 途上国における貧困の原因解明及び貧困削減 

c. 乾燥地に特有な疾病・健康問題に関する研究 

d. 教育・能力開発及び社会的弱者のエンパワメントに関する研究 

e. 都市・地域のインフラ・産業・環境等に関する研究 

 

（５）技術・対策の社会への実装 

a. 伝統的知識と近代的知識の活用と統合化に関する研究 

b. 国際協力の視点から見た乾燥地開発のあり方に関する研究 

c. 持続可能な土地管理（SLM）の普及に関する研究 

d. 技術・対策の社会実装に関する文理融合型学際研究 

e. 技術・対策の社会実装のための様々なステークホルダーとの超学際研究 
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